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サポ ターー 従事延人数 １３５名 １４１名
支援概要
介護予防のための運動や体操の支援
Ⅳ．介護予防サポーターの今後の課題
２０１２年１２月に行なわれた「介護予防スキルアップ研修
会」の中で，介護予防サポーターからこれまでの活動の
感想や課題について，自由討議を行なったところ以下の
ような意見が聴取された。
写真２ 教室参加者に名札を手作りで進呈
写真３ 立ち座りの運動を見守り支援
写真４ グループワークと閉講式
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・自分の介護予防のためにもなりよかった
・参加者の体の様子や表情が良くなるとうれしい
・参加者とたくさん話しをすることだけでも良い支援
につながる
・地域での集まりはお互いに誘い合えるようになると
よい
・サポーター同士で励まし合いながら活動したい
・役割が決まってしまい，マンネリになってしまう
・運動の方法を忘れてしまうことがあるので確認でき
る場があるとよい
・他の町の活動を知る機会があるとよい
・指導士の先生と同じようにできない
これらより，介護予防が必要な参加者に対する支援に
ついては，地域ぐるみの活動が必要であるとの認識が強
く持たれているものの，具体的な支援内容について簡単
な運動の場合には確実で安全な実施手順を示す必要性が
あり，専門的な運動指導には専門指導者が必要であるこ
と，介護予防サポーターの人数をさらに増加させる必要
があることが把握できた。
付 記
本研究は，平成２３年度から平成２５年度文部科学省「私
立大学戦略的研究基盤形成支援事業」の助成を受けて実
施したものである。
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